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論文内容の要旨
現実には不確実な要凶，多様な評価長準を含む評価問題は数多L、。このような問題を取り扱うために，
7メリカのT.L.Saatyは階層化意志決定手法 (The八nalyticHierarchy Process-AHP)という不確定
な状況や多様な評価基準における評価f.i去を考案し， これまで，多くの分野に広く適用されている。しか
し， この手法は実際に適用する場合，まだいくつか改善すべき問題が残っており，多くの研究者と利用者
の研究課題となっている。
木論文は， AHP手法を実際問題に適用する場合の評価結果の精度と適正性を向上させるために，調査
票の形式，重要性尺度の適当性， 対比較行列の構築手法， I1順位逆転の問題などAHP手法のー速のプロ
セスに残る諸問題を論理的に検討しその改良手法を提案し，さらにこの提案手法を実際の交通問題の評
価に適用して検証したものである。
本論文ではまず.AHP手法の適用において現在よく使われているー般的な調査票形式の問題点を整理
し理論関係が明確，論理判断が容易，鞍合度評価指標が改善される新しい調伐票形式として三角型調斉
票を提案した(第2章)。次いで.AHP手法の某礎となる重要性尺度の適当性について，人間それ自身の
判断怠識に某づき，非線形計画モデルによって得られる評価範囲曲線による新しい評価手法を開発し，新
しい重要性尺度の求め万を提案した(第3章)。次いで，従来の・対比較行列の構築子法に残されている
定量化時の不的確な問題を指摘し，変動的定量値の概念、による数量化方法を開発しそれによる新しい一
対比較行列の構築手法を提案した(第4章)。さらに，本論文では， AHP子法における順位逆転の問題も
総合的に分析・解明し参照系という見方から問題の根本を開論的に再認識・再検討しより合理的な改
良手法を提案した(第5章)。
以上の理論的検討と提案を具体的に検証するため，
行及び改良手法ーによる評価結果を総合的に比較分析し
体的に明らかにした(第6章)。
さらに，中岡における高速鉄道の導入方式評価へのAHP手法の適用を検討した。まず先進各国の高速
鉄道の導入時期や導入能力などを総合的に比較分析したのち， AHP手法による評価指標体系，評価プロ
セスなどを提案し.中間における高速鉄道の導入評価に参考となる一つの評価方法を開発することを試み
た(第7常)。
最後に全体のまとめを行った(第8章)。
住民の交通経路選好評価問題を適用事例として，現
AHP手法とその改良手法の有効性と適正性を異
果の要旨
あるいはさらに主観的にしか評価し得ない要閃等を含む
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複数の物理的に計調IJ可能な要凶を含む場合や，
複雑な総合的評価問題を取り扱うために，アメリカのT.I~.Saatyが開発した断層化怠志決定手法 (Thc
i¥nalytic Hierarchy Process-AHP)は，その有用性のために多くの分野で利用されている。この手法
の特徴は.評価問題の要因の階層構造化，要因の重要度の一対比較による主観的評価およびそれに対する
重要性尺度による数量化と要因のウエイトづけ等に基づいて総合評価をすることにあるといえる。しかし
この手法は発展中であり，その改良は多くの研究者の研究課題となっている。
木論文はAJlPにおける評価精度の向上のために，一対比較調査，重要性尺度，比較行列等の面におけ
る理論的な改良を試み， これを交通における評価問題に適用して従来の方法と比較してその改良の有用性
を検証した結果をまとめたものである。
本論文ではまず， AHPの一対比較による要因の重要性の主観的評価において論理判断が容易な調査票
形式として二角型調査崇を提案している。これは調査の効率化と精度の向上につながる有用な方法といえ
る。次いで， AHPの基礎となる，主観的評価を数量化する重要性尺度の適当性について，非線形計画モ
デルによって得られる評価範囲曲線によって評価する方法を開発しさらにこれに基づいた新しい重要性
尺度の求め方を提案している。これは，主観的評価によく適合する尺度を選択あるいは開発する上で・有用
な方法ーを考案したものといえる。次いで.現在の-対比較行タIJの構築手法に残されている問題点の改良の
ために，数量化の尺度の最大値に対して変動的定量値の概念とこれに基づく数量化のノi法を提案し，従来
の固定値による方法より精度の向上iこ資することを例示している。これも評価の精度の向上に資する方法
といえる。
最後に， AHPの有効性と実用性を検証するために，交通経路の選好評価問題を例として，現行及び改
良手法を総合的に比較分析し改良手法の有効性を実証的に示している。また複雑な交通問題への適用と
して，中国における高速鉄道の導入評価問題について検討し評価プロセスを提案している。
以上の研究成果は.土木計画.交通計画等の分野で近年利用が試みられつつあるAHPの実用性の改良
に資するものであり，得られた知見は土木計画学の発展に寄与するものといえる。よって本論文の著者は
博士(T.学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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